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大乗経典の創作
(sutrantabhinirhara，能演諸経，善説諸経)
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紀元前後の噴(遅くとも紀元1世紀)には，新たに多くの経文が次々に作り

出され，編纂されて大乗の諸経典が出来上がってきたと考えられる。なぜなら，

紀元2世紀後半には後漢の都(洛陽)において支婁迦識による大乗経典(道行

般若経，般舟三昧経，阿閤世王経等)の漢訳が始まっているからである。大乗

経典は新しく創作されたのである。そしてその創作は恐らくは，インドにおけ

真上本す

る仏教の滅亡の頃まで続いたのであろう。

どうして経典の創作が可能になったのであろうか。大乗経典の創

作とは，どのような宗教的な活動であったのか。どのような精神的な状況にお

いて行われたのか。そしてその創作の活動は何と呼ばれたのであろうか。

大乗仏教の興起については，不明なところが多い。その中でも大乗経典がど

のような人たちによって，どのようにして創作されたのか，という問題は，ほ

とんど明らかになっていない。大乗経典がどのようにして出来たか，という問

題を解く鍵は，恐らく経典自体に含まれていると考えられる。今は，乙れまで

恐らく誰も注意しなかったと思われる sutrarttabhinirhara(能演諸経，善説諸

経，経典を出すこと)という語を手掛りとして，この問題を考えてみたい。

この語はおmadhiraja-sutra(SR.， N. Dutt ed.，月燈三昧経)に出ている。 SR

第1章には，その主題である「一切の存在の要素(法)の本性(自性，体性)が

平等であることが詳しく明らかにされたという心統一(三昧)J (sarva-dharma-

svabhava-samata-vipancita nama sama品i，漢訳は諸法体性平等無戯論三昧)

の内容として，約300の項目(宗教的，倫理的，哲学的原理や徳目，教え)が

示されており，その大半が第38章と第39章において，一々説明され，

17章の詩節(偶)においても，それらの項目の大半が織りこまれている。その

中にこの語がある。いま第1章の例文を示す〔サンスクリット(⑤)，チベット

また第
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(⑦)訳，那連提耶舎訳。 Tは『大正新情大蔵経j，Dはデルゲ版の略〕。

(例1)sutrantiibhinirhiirab (SR. pp. 1912-20¥ mdo-sde mnon-par sgrubψG 

D. 5b6，能演二諸経-T. 15. 550b8) 

この⑤原文の意味を確定するのが，今の問題である。まずsutranta(経典)は，

実例から推して考えると， sutra (経)の中で大部でまとまっているものを指す

ようである 0 ・antaは， I終，最後，末尾Jを意味するが， sutraの後に付いた場

合には，その意味を失っているようである。パーリ語@ではsuttantaといい，

多くは長大な経典の経名に用いられている(例 Mahaparinibbana引 lttanta，

Sangiti叩 ttanta)0 abhinirhara (以下a。または~と略)が仏教⑤特有の問題

の語である。漢訳は能演(よく演ずること)や善説である(また出生，生，引

発などとも訳される)。⑦訳は f現に作りあげ(成就す)ることjであろう。 a。

は，語根Jhr(運ぶ， carry)に接頭辞nis(から出て， 0叫 of，forth， from)と

abhi (の方へ，上に，大いに towards，upon， above， greatly) とが付いた動詞

abhinir Ar (abhinirharati)から導かれる。この動詞も仏教⑤特有の語のよう

であり，一般には，r(神通力(abhij筒，:cddhi，超能力)を〕出すj，I(誓願(pra-
おと の

nidhana)を〕発すj，I(教え(法)の説示 (dharma-desana，説法)を〕演ベ

る(する)jという用例が知られている (BHSD)。これらを考慮してsutranta-
回

~を「経典を説き出す(演ぺる)乙とj(経典〔の〕演説)と一応は解しておく。

この第1章に対応する第17章の詩節98aにはこう出ている。

sutranta-nirhiira-pade$u kausalarp (SR. p. 245¥ mdo“sde sgrnbψ'aJ:ti tshig-

la mkhas-pa D. 61a5，於ニ修多羅一能解知 T.15.571a)

〔和訳)r経典を説き出す(経典演説の)文句に通暁していること。』
このnirhara(出すこと，演説，以下がと略す)はa。とほとんど同じ意味であ

ろう。第39章には次のように出ている(以下，和訳を主として示す)。

『その中でく経典を説き出すこと(経典演説)に通暁(熟達)していること〉

(sutranta'""'-'-kausalyam， mdo-sde mnon-ρar sgrnb-μ-la mkhas-pa，善説ニ

諸経ー)とはいかなることか。すなわち如実(ありのまま)なる善・不善の諸

( 2 ) 
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法を轍例(直喰)や警鳴物語(説話)によって説き明かすことである (yatha-

bhutanarp dharmal}arp kusalakusalanam upamavadanai主 sampra-

kasanata， dge-ba da凸mi・dge-baT.ichos ya五-dag-paji・lta-ba-rnamsdpe dan 

rtogs-pa brjod-pas yan-dag-par rab-tu ston-pat.o， 能顕二示警轍本事善非善

法ー故)(SR. p. 63911 円D.166b3，T. 15. 618a)。

ここで「経典を説き出す(演べる)ことJの内容が示されている。ここで善法

と不善法というのは，原始仏教以来種々に説かれているが，例えば，貧・旗・

療は不善法であり，不貧・不眠・不嬢が善法である。貧膜擬は広義の煩悩に含

まれるであろうが，煩悩の類はさまざまに数えられる。これらは心の状態であ

り，心の要素でもあり，アピダルマでは心所法の中に数えられるものである。ま

た殺生・倫盗・邪姪・妄語・両舌(離間語)・悪口(露悪語)・締語・貧・膿・

邪見が不善法(十悪)であり，それを離れるのが善法(=十善業道)である。持

戒が善法なのである。また四聖諦，八正道，さらに四念処，四正勤，四神足，五

根，五力，七覚支が善法と呼ばれる。仏教の教え(法， -真理)や仏教の修行道

が善法である (M.u.W.Geiger， Pali Dhamma， 1920参照)。法の中には善・悪

いずれとも判断ができない(無記の)法もあるが，善を身につけ，不善(悪)を

避けることが，古くより一般に仏教の立場である。このような善・不善の諸法

を教え説くのに轍例(署職，寓話，直轍，暗轍)を用い，また過去・現在・未

来にわたる警端物語=説話(前生物語，来世物語)を用いて，明らかにするこ

と，これがく経典を出す(演べる)こと〉である，というのである。

実際に SRは諸の悪・不善を避け，仏教の真実を求めて出家し修行するという

善を教え説くのに，多くの警轍物語(多くは過去世物語purva-yoga)と轍例を

用いて，明らかにしているのである。また第1章には次のような項目がある。

(例2).dharma-pada'""'-'-kausalyam (SR. p. 178， chos-kyi tshig nes-ρM 

dgod少。-lamkhas-pa D. 5al-2， 於ν法出二生方便智-T. 15. 550a) 

〔和訳)r法〔を説く〕語苛を説き出す(発する)ことに通暁している(巧み
である)こと。』

第17章には，乙れに相当する詩句はないが，第39章には，次のような説明を

( 3 ) 
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伴っている(ただし aOの代りにn。を用いているが，意味は殆ど変わらない)。
の

『その中でく法〔を説く〕語句を説き出す(演べる)ことに通暁していること〉

(dharma-pada-no-kausalyam， chos-kyi tshig bsgrubψa-la mkhas-paJ;.li ses-

pa，法句出生善巧智ー)とはいかなることか。すなわち知実(ありのまま)な

る諸法の説示である (yathabhutanaI!1dharmaI).aI!1 nirdesa})， chos-rnams 

yan-dag-pa ji・lta-babshin tu ston司pa})o，説二於知実法ー故)oJ(SR. p. 6342-3， 

D.164a5， T.15. 617a) 

dharma -padaは法句，真理のことばであり，r法句経』を指すかと疑われようが，
第39章の説明からは，そうではなくて，法(仏教)を説くことばである。

SR第 19章では仏世尊が月光(Candraprabha)童子に仏法を教えようとす

るとき，仏前にやって来たガンタキルヴァのパンチシカが音楽を演奏すると，仏

は神秘的超能力 (rddhi，神足)を行使して，仏の威神力 (buddhanubhava)に

よって， r仏法を膜想する詩節(偶)J (buddha-dharma-nidhyapti-gatha)が出
でくる。その詩節の後に次のような散文が続く。

(倒的『それから，なるほど，この詩節を説き出すこと (gatha-----，tshigs引 1

bcad-pa mnon-仰rbsgrub-仰，説ニ此偶-。偶の演説)が述べられているとき，

月光童子は不可思議な仏法について甚深の膜想を解明することに熟達を得た

(acintye~;u buddha-dharme~;u gambhira-nidhyapti-nirdesa-kausalyam anu-

prapta})， sans-rgyas-kyi chos bsam-gyis mi khyab-pa zab-mo凸es-par

rtogs-pa・lamkhas-pa rjes-su出ob-po， 於ニ不思議甚深仏法中一得ニ一心安

住)。そして経典を〔説き〕出す光明を獲得したのであった (sutrantaィava-

bhasaI!1 ca pratilabdhav加， 堪三能演二説修多羅ー。⑦欠)oJ (SR. pp. 28017-

28P， D. 69b6-7， T. 15. 575a) 

楽器が詩節を歌い出すのは，仏の超能力，威神力によるのである。月光童子は

それを聴いて理解し，そして自らも経典を説き出す光明を得たという。経典を

説き出すには超能力が関係している。仏の威神力がはたらいて月光童子は楽器

の奏でる音楽の中に，仏の説法(詩節)を感得したというのであろう。

SR第21章初にはネパール写本 (A，B) と⑦訳にのみ散文の序がついてい

( 4 ) 
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る(ギルギット写本と漢訳には相当文がない)。その中に次のような文がある。

(例4) W童子よ。誰でも菩薩摩詞薩は一切の，善根と学と功徳の法について

決定する法門を受持して住するならば (sarva-kusala-müla毛ik~ã-忠ll}a­

dharma-niscayarp dharma-paryayarp samadaya vartate， dge-baJ;.li rtra-ba 

dan bslab-pa dan yon-tan-gyi chos thams-cad gdon-mi za-ba与ichos-kyi 

rnam-grans J;.ldi yan-dag-par blans-te gnas-na)，速やかに，中断せられない

雄弁の才(弁才)が出てくるものとなる (anacchedya-pratibhana-nirjato

(SR. p. 2833によって-niryatoと訂正)bhavati， spobs-pa rgyun mi chad-pa-

las nes-par J;.lbyun-bar与野ur-ro)。そして不可思議なる仏法を説き出す(演

説する)ものとなる (acintya-buddha-dharma-----sca bhavati， sans・rgyas-kyi

chos bsam-gyis mi khyab-pa・lamos-par J;.lgyur-ro (信解するものとなる))。

また甚深なる仏法についての膜想 (nidhyapti，五es-parrtog-pa)に達する。』

(SR. p. 28719-2¥ fn. 1， D. 7lb←5) 

ここでは善根を積み，戒(学)を持し，功徳を修めて，仏法を受持するととに

よって，雄弁の才(欝才， pratibhana)を得て，それによって仏法(仏の教え)

を説き出す(演説する)，というのである。

仏法(仏の教え)を演説する前提には弁(捧)才を得ることが必要とされるo

pratibhana (~では pa!ibhãna) は，漢訳では，弁(癖)，弁才，巧弁，弁説，
辞弁，弁了，説，所説，楽説，言調等と訳されている (W党和大辞典J)ように，

説法に深く関わる語であり，原始仏教経典以来知られている。この語は古くよ
ひらめ

りprati必E五(心に思いあたる，詩想が関心思い浮かぶ。@では問tibhati)

によって説明されることが多い。②聖典では，詩人ヴァンギーサ上座が，仏の

前で「私には〔心に〕閃くものがありますJ(pa!ibhati ma中)と申し上げ，仏

が「お前に閃くものがあれJ(patibhatu tarp) と同意すると，彼は詩(偶)を
あらかり

歌うという数例が知られている (S.I.pp. 189-195)。そしてそれらの詩は予め考

えめぐられた (parivitakhita)のではなくて，もう即座に私に閃く (thagasova 

maI!1 patibhanti， S.I. p. 193)という。いま「閃くものがあるJと訳したが，こ

( 5 ) 



6 

こでは詩人にあっては「私には詩想が閃いてきて歌いたいJ，r詩興が湧いてき
て詩を歌いたいjということであろうし，それに同意する仏(世尊)にあって

は「お前の心に閃く詩興のままに述べて(歌って)ごらん」ということであろ

う。そして巧まずして詩が閃いて出てくるのである。

またこの語は，法話や説法に関して，仏が弟子に向かつて

f法話がお前に閃けJ(patibhatu...tarp…dhammika-katha， 5.1. p.155) 

「法が説かれるように，お前に関きがあれJ(patibhatu tarp …dhammo 

bhasiturp， Vin. L p. 196) 

というような例もある。この場合は， r心に閃くように(思うままに)法話(説
法)をしなさいJr法話をする雄弁の閃き(才，霊感)があらわれるように」と
いうことであろう。この場合は，説法の要点や大綱は，既に仏が教え示したの

であるが，その内容を詩の形にして歌うか，またはそれをより詳ししまたは

再構成し，新たに解釈して人々に説き示すことを意味しているようである。た

だ仏に教えられたことばを，暗請して示すのではないであろう。それなら経典

の読語 (svadhyaya，@ sa，万haya)にすぎない。経典の読諦(暗諦)は，必ずし

も他者への説法を意味しない。むしろ自らの学習を意味するはずである。

名詞pratibhana(@patibhana， 弁才)は，上に見た動調patibhatiの意味

をよく示している。@聖典ではpatibhana(弁才)を有する者 (patibhanavat)

とは， (1)聖典に関する弁才を有する者 (pariyatti-patibhanavat)， (2)質問

に関する弁才を有する者 (paripuccha・p.)，(3)証得に関する弁才を有する者

(adl吋gama予.)のことである。 (1)は九分教を学得した者にあって「聖典に依っ

て閃くものがある (patibhati)Jo (2)は意味 (attha)・論理 (naya)・定義

(1akkhal}a)・理由 (karana)・道理非道理(thanathana)について質問する者

がいると， r質問に依って閃くものがあるJo(3)は仏道修行(四念処…六神通)
が証得され，意味 (attha，義)が知られ，法が知られ，用語 (nirutti，調)が知

られている者にあって， r意味が閃きJr法が閃きJr用語が閃く (patibhati)J。
そして意味と法と用語とに対する知である弁才の通達智 (patibhana-patisam-

ペんむげげ

bhida，弁無擬解)を身につ砂ている者が，弁才を有する者と呼ばれる，と説明

( 6 ) 
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される (Nd2S 386， Nd1 pp. 234-5)。いま「閃くJとか「閃くものがあるJと訳

したのは，実は先にもふれたように，機知や一種の霊感が閃いて，演説したく

なり，演説できるようになる，の意であろう (2)。

@聖典以来，意味(義)と法(教え)と用語(調，辞)と弁 (patibhana，楽

説)との四に対する妨げられることのないすぐれた通達知(@patisambhida，⑤ 

pratisarpvid)が列挙され，四無擬解，四無擬智，四無擬弁などという漢訳語で

知られている。第四の弁無擬解を，意味と法と用語とに対する知とし，弁無擬

解を得て身につげている者が弁才を有する者と呼ぶことは，先に見た。四無擬

解は論書において種々に論じられるが，説一切有部の教学を批判的に纏めた世
くしゃろん

親 (Vasubandhu，5世紀)の『倶舎論J(Abhidharmakosa-Bha$ya)には，

『弁無擬解とは，正しく自由自在に言語表現しようとすることと，三昧に自在

を得て直観的に知ることとに対する不退転の智である (yukta-

muktabhilapitayarp samadhi-vasi-sarpprakhyane cavivartyarp jnanarp 

pratibhana-sarpvit) 0 j (P. Pradhan ed.， p.41815-16) 

とあって，弁才に，演説(言語表現)したくてたまらないことと，直観的知的

な閃きとを，読みこんでいるようである。

5Rも四無擬解にしばしば言及し，次のように説明している。

『法の智によって法無擬解 (dharma-pratisarpvid，chos so-so yan-dag-par 

rig-pa，法無礎)がある。法の智における対象 (artha，don，義)が義無擬

解 (artha-pr.，don …，義無擬)と呼ばれる。法の智に対する欲求 (chanda，

l).dun-pa)が辞無擬解 (nirukti-pr.，nes-pal)i tshig…，辞無擬)と呼ばれる。

法の智において言説をもって示すこと (vyavahara-desana，tha-snad-du 

ston.pa，説ニ彼文字一)，語ること (acakeaJ;.la，l)chad-pa，顕示)，知らせるこ

と (prqj筒 pana，与dogs-pa，施設)，明らかにすること (prakasana，rab-tu 

ston-pa，開暁)，確立すること (prasthapana，rab-tu ggod-pa)，考察するこ

と(vicaral}a，ゆyed-pa)，分析すること (vibhajana，rab-tu与byed-pa，分

別)，開示すること (uttani-karaJ;.lata，gsalゐarbyed-pa，開示)，滞ることな

く言葉を語ること (asakta-vacanata，tshig thogs-pa med-pa，言不二吃渋ー)， 

( 7 ) 
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聾でも癌でもなく言葉を語ること (anelamuka-vacanata，tshig mi l).dor-shi五

ma lkugs da五midig-pa，不二稽癌ー不ニ怯前ー)，臆することなく言葉を語る

こと (anavalina-vacanata，説不二滞著一言辞放任)。これが弁無擬解

(pratibhana-pr.， spobs-pa…，楽説無擬)と呼ばれる。.!(SR p.3105一汽 D.

82b7-83a2， T. 15. 581a) 

ここでは弁無擬解は，もっぱら言葉をもって自在に語ることを意味しているよ

うであって，その原動力となる直観的な知的関きには触れていなしh しかし何

らかの知的な閃きがなければ，雄弁に語ることはありえないであろう。上にも

「法の智においてjというところに，知的な閃きを示している如くである。

部派仏教においては，弁才が経典の作製に重要な意味を持つーたかどうか，明

らかでない。しかし大乗仏教においては，弁才が経典を作り出す力となってい

たのであろう。これは今SRにおいて確認したところである。

SR 第 33 章には，過去の声徳 (Gho~adatta， dbyans-byin)仏の滅後のこと

として，次のような文がある。

(例5) r徳音 (Srï-gho~a，dpal-dbyans)王が，その菩薩摩詞薩の大衆に懇請

したのは (bodhisattva-mahasattva-gal}am adhye~ate sma， bya五

S田ems岳-d匂pal).i姐it臼sh加og郡sche佃n幽p卯ode-dag -la g郡so叶l-ba-b杭ta油b-p仰a，請大菩薩衆)，すな

わち六波羅蜜の結集(合語)において菩薩蔵・大陀羅尼と善巧方便と自在と

律を捉われることなく〔説き〕出す(諦出する)ためである (sat-

paramita-sa平副tauI bodhisattva-pitaka-maha-dharagy・upaya-kausalya-

vasi-vinayasanga"-"artharp.， pha-rol-tu phyin-pa drug dan ldan-pa ya五・dag-

par sdud-pa I bya五-chub-sems-dpal).isde-snod gzuns chen-po da五Ithabs-

la mkhas-pa da五Idban dan l).dul-ba chags-pa med-pa m先on-ρarbsgrub-

ρ>a'!i phyir，為レ欲ν満二足六波羅蜜菩薩蔵大陀羅尼善巧方便自在無擬ー。.!(SR. 

p.4578-11， D. 117a7-bI， T. 15. 598a) 

ここは，仏法を信ずる徳音王が，その仏の滅後に仏塔を建立して如来の遺骨を

供養してから，さらに自らスポンサーとなって，菩薩の大衆 (gal}a，集団)を

召集して，仏の教法を結集し経典を請出することを懇請した，という文脈であ

( 8 ) 
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る。そこでまず「六波羅蜜の結集(合請けという。これは六波羅蜜(布施・持

戒・忍辱・精進・禅定・智慧)に関する教法を皆で請出しあい(話りあって)集

め纏めることである。文字をもって記録はしないが仏典の編集である。六波羅

蜜を最初に説いたのが， i六波羅蜜経Jという経典であり，その経名は支謙訳『大

阿弥陀経.!(阿弥陀三耶三仏薩棲檀過度人道経， T. 12. 301a， 309c)や支婁迦識

訳『遺日摩尼宝経.!(T.12.189c六波羅蜜及菩薩毘羅経)，鳩摩羅什訳『菩薩蔵

経j(=大宝積経，富棲那会第十七，巻77，T. 11. 441b応六波羅蜜経)，龍樹の

作と伝えられる鳩摩羅什訳『大智度論.1(巻33，46，T.25.308a，394b)等に出て

いる。上引の SRの漢訳(月燈三昧経巻7)に出る六波羅蜜をも同じ六波羅蜜経

と平川彰氏は見る(3)。ただし「六波羅蜜経Jという経は現存しない。 SRにおい

ては六波羅蜜は次の菩薩蔵の中に含まれる，と解することもできょう。

次の菩薩蔵 (bodhisattva-pitaka)も，平川氏によると，先にふれた『遺日摩

尼宝経.!(菩薩毘羅経の名を出す)とその異訳経類と原典Kめゆゆarivarla(ed. 

by A. von Steal-Holstein， 1925) p.133等に六波羅蜜に続いて挙げられる経名

に相当する菩薩蔵という経典である。そして現存する鳩摩羅什訳『菩薩蔵経J

(=富棲那会):が法を四法にまとめる点で『遺日摩尼宝経』の類と形式上の一致

が見られるが，他にも玄突訳『大菩薩蔵経.!20巻(=大宝積経菩薩蔵会)等も

あり，菩薩蔵または菩薩蔵経と呼ばれるものは，唯一の経典ではなく多数の経

典の叢書(蔵pitaka)であったと推定されるというヘ

菩薩蔵が多くの経典の叢書であるとすれば，その中に六波羅蜜を説く経典を

含む可能性が出てくる。現に玄英訳『大菩薩蔵経J(菩薩蔵会)の中には，六波

羅蜜の一々を詳細に説く章(品)を含むし (T.11.238c-315c)，また羅什訳『菩

薩蔵経』も六波羅蜜に言及する (T.11.442b)。しかし SRの文脈としては逆に

六波羅〔経〕の中に菩薩蔵等が含まれる，という推定を否定するものでもない

(しかし，いずれとも確定ができない)。なお SR第33章は六波羅蜜〔経〕と菩

薩蔵経に言及する点など，羅什訳『菩薩蔵経』に近い関係がある如くである。

次の大陀羅尼も陀羅尼 (dharani，総持)を説く経典(例えば陀羅尼法門

dharagi-dharma-paryaya， SR. p. 491-492のような法門)を予想するのであろ

( 9 ) 
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う。この陀羅尼は後の密教部経典に見るような呪文やその集成の類ではなくて，

古くは，総持と訳されるように，諸法を把握し保持することであって，心を集

中し，あらゆることを速やかに理解し，よく記憶して忘失しないこと(能力，方

法，境地)である。例えば支婁迦識訳『阿閤世王経j 巻下(1'.15.397a~398a)

とその異訳経類には，そのような陀羅尼(陀憐尼，総持)の教えが見られる。 SR

もそのような総持としての陀羅尼に多く言及する。例えば「陀羅尼を得ることj

(dharal)i.pratilarnbl1al).， SR. pp. 207， 6406， gzuns thob-pa D. 6a1， 166b7，得陀

羅尼 T.15. 55()b， 618b)とは，

『見た通りの諸法{教法)を如実に(ありのままに)捉われることなく明らか

にすることであるJ(y-athã.dr~tãnãrp dharmavarp ya出a-bhutasa平ga-

sarpprakasanata， SR. p. 6407， cho凶sji-l抗ta訂rmt出ho色-ba-rnamsyai負i-dag-pa

jiι-批.

所ν見法『如実不ν忘顕示故1'.15. 618b) 

と説明される。これは理解した教法を捉われることなく無擬に自在に明らかに

説き示すことを意味している。 SRはこのような陀羅尼に多く触れている。 SR

第23章には4種の智 6筋 na)としての陀羅尼が説かれている。四種とは

(1) 一切諸行{潜勢力，現象)についての無限な説明の言説(anantahsarva-

sarpskãra-paribl1ã~ã・vyãhãr吟，ーdu-byed thams-cad mthal_l-yas-par bSad-

pa brjod-pa，不可思議諸行言説)

(2) 音声についての無限な説明の言説 (anantal).svara-paribhã~ã-vyãhã­

ral).， dbyans mthal).-yas-par bsad-pa brjod-pa，不可思議珂責有為言説)

(3) 煩悩についての無限な説明の言説 (anantal_l sa早klesa-paribhã~ã­

vyahara与kun-nas貰on-mons-pamthal).・yas-parbsad-pa brjod-pa，不可思

議煩悩資助言説)

(4) 清海なる功徳の利益についての無限な言説 (ananta-vyavadana-

guvanus副psa-vyaharal_l， rnam-par byan-bal_li yon-tan-gyi (D. gyis) phan-

yon mthas-yas-par bsad-pa b吋od-pa，不可思議清静資助言説)(SR. pp. 

30913-3104， D. 82b5-7， 1'.15. 580c) 

( 10 ) 
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の一々に対する智(j筒na)が陀羅尼と呼ばれているのである。そして

『およそ陀羅尼とは智であり，それが法である。J(ya…dharaVi taj j筒nam，
sa dharmal_l， SR. p. 3105， gz凶sgan yin-pa de ni Ses-pa与oI de ni chos-so， D. 

82b7，是陀羅尼即是智慧，如是智慧則能了二知一切諸法一1'.15. 581a) 

陀羅尼とは法についての理解力，知力，記憶力であるだけではなく，言説に対

する知であるから，先にふれた弁才とも関係があることになる。このSR第 23

章は四無擬解を説くのであり，四種陀羅尼を説いてから，直ちに四無擬解を説

明し，弁無擬解を， r法の智において言説をもって示すこと』云々 (SR.p.
3108-12) と説明していることは，先に見た通りである。

ぜんぎょうほうペん

先の第33章の，次の善巧方便と自在とも，それぞれ経典(または法門)を示

すものであろう。最後の律は，出家教団(僧団， Sarpgha)の規定である。

集まった菩藍たちがこれらの経と律とを，説き出す(請出す)というのであ

る。ここで請出された言葉が，経となり律となるのである。仏が遣された教え

(法)を記穏によって請出するのであれば，請出する人の創作というととにはな

らないが，その弁才が大きくものをいうことであろう。仏滅後数百年を経てか

ら創説された大乗経典の場合には，それを説き出す人の弁才(霊感，表現力)と

創造力(想像力)によって，経典が作り出されていったと推定される。この経

典を「作り出すこと」がa。と呼ばれたのである。すでにふれたようにa・の代り

にn・という語も用いられる。これも SRではほぽ同じ意味に用いられている。

SR第17章には，神通(abhijna)を得，弁才を有する(pratibhanavat，spobs-

par ldan)菩薩たちが

(倒的 f経典を説き出す用語に通達し (sutranta-nO -nirukti-kovida， mdo-sde 

sgrub-paIJi五es-pal_li tshig -la mkhas，博通ニ一切修多羅ー)，光明となって地を

遊行す?るJ(SR. p. 2289-lo=17.34cd， D. 58a8， 1'.15. 569c) 

という。そして仏の教えを説明する中に

『経典を説き出す(経典演説の)文句に通暁していることJ(sutranta-no-

pad~u kausalarp， SR. p. 2451， 17.98a前記)

とある。また第19章には月光童子が

( 11 ) 
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『経典を説き出す光明(sutranta-nOavabhasa)を獲得したJ(SR. p. 2811，前記)

とも説かれる。第36章には仏の説かれる経典は数えきれないなど多く無辺

(ananta，無限〕であると述べている詩節が続く中で

(例7)r彼ら〔諸仏〕の経典の演説を〔数え〕知ることはできないJ(na te$a 
sutranta-nO janitum SR. p. 5506， 36.24c， de~dag mdo-sde sgrub-ρ'a ~es-mi 

nus， D. 142b7，不ν能ν知ニ彼所レ説経-T.15. 607c) 

という。これまで見てきたような「経典を説き出すこと(経典の演説)Jとは，

実は仏が法を説くように，経典を説き出すことである，と知られる。

以上SRにおげる sutranta""(sutranta-nO)の用例を検討した結果，それは

仏道修行者たる菩薩が「経典を説き出す{演説する)こと」を意味しており，し

かも単に経典を学んで記櫨したものを諦えるのではなくで，経典を作り上げ創

説することを意味している，と推定した。そしてその際には，仏の威神力が加

わり(例3)，または自ら霊感の閃き(弁才)を得て(例4)，その創作・創説が

行われたように説かれている。そしてこの経典の創作・創説は，SRが繰り返し

て説く「この三昧Jの内容として菩薩の行うべき務めであった(例1)。

もともと SRは長期間にわたって成長した経典である。まずSR第34章に相

当する部分が支謙 (222-253)によって『月明書薩経J(T. 3. 411a，-:c)として訳

出されたのが，SRの最初期の証拠であり，次いで先公訳と伝えられるが， 400 

年頃の訳になる『月澄三昧経J(ー名文殊師利菩薩十事行経， T.15.620a-623a) 

はSR第26""28章に相当する。次の宋沙門釈先公訳と伝えられるf月燈三昧経』

(T.15.623b-629a)は，正確な意味での翻訳とは考えにくいが，SR第23章に

類似する語句を含み，同章の春在を暗示する。 SRの全体像は那連提耶舎(557)

訳『月燈三昧経J10巻(または 11巻。 T.15. 549a-619c)にいたって初めて知

られる。それより以前のSRの存在は，僧祐 (-518)の『出三蔵記集』に失訳欠

経として出ている「三昧王経五巻J(T. 55. 32a)の名が暗示している。これを

f暦代三宝紀J(T. 49. 60a)は競呉 (220-280)失訳とし，以後の経録もこれを

踏襲しているが，必ずしも信頼できない。恐らく三昧王経五巻は僧祐の前の時

代 (5世紀頃)に存在していた可能性がある，とだげいうべきであろう。

( 12 ) 
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SRのGiIgit写本 (Cと略)は， 6""7世紀のGupta文字で書かれているとい

うが，その内容はほぽ那連提耶舎訳に等しい。9世紀初の⑦訳(D.No.127)は，

Cや那連提耶舎訳よりも増広を示しているが，さらにネパ}ル写本A，B(特に

A)は⑦訳よりももっと増広されている。このように SRは1000年近くにわ

たって増広を経てきた経典であるが，その中核には「この三昧jと繰り返され

る教えがあった。この三昧とは戒定慧を含むだりではなく，日常の言行の細部

にわたって，他者への思いやりと気くばり(例えば親切，温厚，笑顔をじてい

ること，先に話しか砂ること， iおいで下さい，よく来ましたJと言うこと SR.

p.163-4) をも含むのである。「この三昧」の語が， r月明菩薩経』にも出マている
ので，その内容はともかく，その中核は古くから存在していたと考えられる{九

さて SRにおいて菩薩の行うべき三昧の内容として示された経典の創作・創

説 (aO) が，他の大乗経典においても認められるのか。これが次の問題である。

SRよりも古く纏まり，また SRと分量もほぽ近く，文体や内容において SR

と比較的に近いと考えられる『法華経J(品ddharmapu1JtJarika-sutra，SP)にも

がの語が出ている。 SP第16章初の散文の終わりの方に次のような文がある。

(倒的 rc諸菩薩は〕それぞれ真実に仏を讃美する詩節を説き出すことによっ
て，それら諸如来を讃美したj(prthak-prthag gathd""air bhutair buddha-

stavais 尚早stathagatan abhi謀uvantisma K. p. 329ト 10，W. p. 28P-Is， 

so喝0・nastshigs-su bcad-pa mnon-par sgrub少ayan-dag-p町 sans-rgyas-la

bstod予a-dag-giskya五 de-bshin"g~egs-pa de-dag-la mnon-par bstod-do， D. 

13b7，是諸菩薩以ニ妙音声ー歌二無量頒ー讃=歎諸仏-，羅什訳，T. 9. 44b7) 

これは SR(例1)と同様の用例である。 SP第7章には次のような用例がある。
申

(倒的 fそして比丘たちよ，法の説示を出す(演べる)ことは，これは諸の知

来の善汚方便であると知るべきである。JI(tathagatanam etad bhik~ava 

upãya-kau~alya中 veditav問中 dharma-dæanlî'"'"'苦 ca K. p.1868， W. p. 

16522-3， dge-sl。品dagchos-bstan-pa mnon-μr bsgrub-μde-凶 Ide-bshin-

.g~egs-pa-mams-kyi thabs-par rig-par bya-ste I D. 71b4，除ニ諸知来方便説

法一，羅什訳25c19，皆是如来善権方便説ニ三乗ー耳，竺法護訳， 92b17-8) 

( 13 ) 
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邦語で「説法を出すjということは，説法をする，ということであるが， a。に

は強い意味があるはずである。ここにも善巧方便と関係ぷかいことが示唆され

ている。同様に第15章初の散文に次のような例がある。

fそして善男子たちよ。それら知来応供正等覚者たちの般浬繋が，ただ私に

よって善巧方便による法の説示を出すために化作されたのだ。』

(…parinirval}ani (v.l.... v司aya)mayaiva tani kulaputra upaya-kausalya-

dharma-deSand--....-nirmita凶K.p. 31712:-3， W. p. 2708-10，…yons剖 1 mya園

自an-las:tIdalJ.-bar bya-balJ.i phyir I rigs-kyi-bu・dagnas thabs-mkhas-pas 

chos bstan-pa mnon-par bsgrub-ρa de-dag spru1-to， D. 1l9a¥又復言三其

入ニ於浬繋一如ν是皆以ニ方便一分別，羅什訳，T. 9. 42bc，…而現二滅度一。諸族

姓子。吾以ニ善権方便ー演=説経典，竺法護訳， T. 9. 113cl-2) 

ここでも説法を出すのは，仏釈尊であって，しかも善巧方便(手段に巧妙であ

ること)という一種の超能力によってするのである。実際には仏は入滅してし

まっているが，行者{法師)は仏の威神力と説示を感得しながら，自ら説法す

るのであろう。このようなa。の用例はSRの例と通ずるものである。

このほかSPにはcarya--....(lC.p; 685修行を起乙すこと)， abhijna"-' (K p・

14112神通を出すこと).， nana--....(K pp. 412ペ424ペ54¥7F種々〔説法を〕出
すこと)という用例がある。最後の例は難解であるが私解を示した。⑦訳(種々

なる成就).も漢訳も意味は明瞭でない{的。

a。の語を用いる経論は他にも多い(7)。しかし今はその多くを割愛して，ただ

f八千煩般若J(~!asã加srikð， Praj，宛砂'ararnita，P.L. Vaidya ed.， A)の主な例

に触れておく。大乗仏教の成立を考えるには，その最初期に属する般若経類，な

かんづく A を看過するわ ~tにはいかないからである。 A にも説法に関連して

がが用いられている。空性を説く第18章には，およそ空であるものは無尽でも

あると説いてから，如来の語る諸の語を示してから，こういう。

(例10)r須菩薩よ。これは〔法の〕説示を出す(演ぺる)説明である (deSand--""
nirdesa， bstan-pa mnon-par bsgrub-μbsad-pa)と知来応供正等覚者によっ

て語られた。J(A. p.1739， D. 191b3，玄英訳，皆是如来応正等覚為二諸有情一方

( 14 ) 
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便演説，T. 7， 830b26) 

これは，先の(倒的と同様であると理解できる。 Aには「般若波羅蜜(智慧の

完成態)を引き出す〔こと)J(praj筒 paramitamabhiriirharati， A. p. 23321， 

praj筒 paramitayaaO A. p. 8716) という類の表現が繰り返されている。これを

鳩摩羅什は出ニ生般若波羅蜜-，または生ニ般若渡羅蜜ーと訳し (T.8. 578c後の

施護も同様666bc)，玄突は出生の代りに引発という (T.7. 858ac)。がの⑦訳

はこれまでの例と同じく mnon-parsgrub-pa (現に作り上げ〔成就す〕ること)

を基本形とする (D.98a5)0A第28章末では須菩薩が世尊に尋ねる。

(例11)iどのように般若波羅蜜が引き出されるべきですか (abhinirhar-

taηTa， m五on-parbsgrub-par bgyi) oJ (A. p. 2312ド 8，D.254b2) 

以下それに対する解答の要点をたどってみると，i色が無尽であることによって

(rüpâk~ayatvena) 般若波羅蜜は引き出されるべきです。J 同様に受・想・行・

識についても同様に説きJ無明が無尽であることによって般若波羅蜜が引き出

されるべきです。J(p.23131) 以下同様に行，識…乃至.

「老死が無尽であることによって，愁・嘆・苦・憂・悩が無尽であることによっ

て，般若波羅蜜が引き出されるべきです。J(p. 2322-3) 

『このように般若波羅蜜に〔向かつて〕行ずる菩薩摩詞薩によって〔無明等の〕

無尽〔であること〕を引き出すことによって (ak~ayð--""etza)，般若波羅蜜が

引き出されるべきです。そしてこのように〔無明等の〕無尽〔であること〕を

引き出すことによって般若波羅蜜において縁起が観察されるべきです

(vyavalokayitavya) oJ (A. p. 23217-19) 
白

いま「引き出すjと訳したがの原意は何か。.先には経典や説法等を出す〈演べ

る)の意味に解しえたが，乙乙では文脈の上では説法や演説以前の出来事を指

しているはずである。今は詳論する余裕がないが，羅什等が出生とか生と訳し

ているのが，案外に素直な理解を示しているのかもしれない。つまりがとは「生

むjのであり「生み出すJのである。これまで知識の中に何にもなかった般若

波羅蜜という教えを，自分の修行と知力によって，作り出し，生み出すのであ

る。構築する，といってもよいであろう。創造であり創作である。この創造・

( 15 ) 
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創作があれば，人々に対して説くこともできることになる。因みに支婁迦識訳

には思ニ惟般若波羅蜜ー (T.8. 469b24) とあって， a。は思惟である。

同様に第7章では舎利弗が仏に「どのように般若波羅蜜は引き出されるべき

ですかJと問う。仏は答える(以下呼格省略)。

(例12)r色を引き出すこと (rilpasyaaO) を見るべきです。同様に受・想・
行・識を引き出すこと (aO) を見るべきです。およそ五離を引き出すこと(正)

が，般若渡羅蜜を引き出すこと (prajnaparamitayaaO) と呼ばれる。このよ

うに用意しないことによって(羽λanabhisarpskare:ga;V.はab…e早a;

m五on-par.tdu mi byed-pas)，五離を引き出すこと (aO) が，般若披羅蜜を

引き出すこと (aO)，引き出すこと (aO) と呼ばれる。1(A. p. 8712-16， D. 983-5) 

この中で下線部の f引き出すこと (aO)Jを⑦訳にしたがって「引き出さないこ

とJ(anabhinirhara， m五on-parmi sgrub幽pa) と改めた方が，Aの独特の思考

法をよく示すことになるであろう。漢訳をも参照して考えてみる(8)と，色等(五

麓)を引き出すということは，実は引き出さないということなのである。「色〔等〕

を引き出すJとは，どういうことか。眼に入る色(いろ，かたち)に注意を向

けて色を意識の前面に引き出すことであろう。受(感受)・想(観念・想念，表

象)・行(心身の潜勢力，印象，内的衝動)・識(認識)は心(意識)の中の出

来事であるから，それらの一々に注意を向げて，受等を意識の前面に引き出す

のであろう。ところで，このように色等に執らわれではならない，という思考

法があるので， r引き出すjということは「引き出さない」ということである，
ということになる。般若波羅蜜を引き出すのも，色等五組を引き出すこと

(ニ身心の観察・省察)を通して可能になるのである。

(例13)r一切諸法(存在の要素)の第一義(最高の真実)を引き出すことに
よって法(真理)を証得することj(sarva-dharma判中 paramartha-----e!Za 

dharmadhigamal).， A. p. 6928， chos thams-cad don dam-par mnon-par 

sgrub~ρωchos kho五-duchud-pa， D. 77a2，玄英訳，能号|ニ発諸法勝義一所レ証ニ

仏法-， T. 7. 791aへただし羅什訳や支識訳には相当文がない)(9) 

これは随喜と廼向を説く第6草に出る語である。第一義(真理)も，もともと

( 16 ) 
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存在するのではなくて，仏(または行者)の知力によって引き出され(生み出

され，作り出され)る，というのである。この引き出す(生み出す，作り出す)

ことがa。の意味するところである。A等の主題である般若波羅蜜を引き出すこ

と(引発，創作)は，どのようにして行われたのか。その聞の事情は経典の文

言と文脈の構成の中に暗示されていると考えられる。まずAは仏(世尊)が須

菩提に対して「般若披羅蜜について，お前に閃くものがあれ(pratibhatute，思

うように説け)Jという語から始まる。すると舎利弗はこう思う。

「須菩提は自分の智慧の閃き(弁才)の力を生じて (prajna-pratibhana-

baladhanena， ses-rab-kyi spobs-pal).i stobs bskyed-pa)，自分の智慧の閃き

(弁才)の力に助砂られて (p.-p. -baladhiethanena，…stobs byin-gyis brlabs-

pas)般若波羅蜜を説くのか，それとも仏の威神力によって (buddhanubha-

vena， sans-rgyas-kyi mthus) (説くのか)oJ(A.p.24六 D.2a2-3，取意)

すると須菩提は仏の威神力によって舎利弗の心の思いを知って，舎利弗に語る

には，仏弟子(声聞)が説くということは，すべて如来の人格力 (puru~a-kara， 

skyes-b油imthu，威神力，仏力)であり，如来の説法の等しい流れ(nieyanda，

r田TUmthun-pa，等流)である，と。次に須菩提は仏の威神力によって，自分の

理解するところを，仏に言上する。以下仏と仏弟子(須菩提，舎利弗)，帝釈天

等が対話を交わし問答を続けるのがAの主要な内容となっている。仏滅後数百

年を経てから A等が創作されたのであるから，仏も仏の直接の弟子たちも世に

いなしユ。にもかかわらず，A等の作者は仏の威神力を承けて仏と対話し，また

自らの雄弁の閃き(霊感)によって仏弟子や菩薩たちと対話して，自ら仏や仏

弟子，諸菩薩のことばを語る。このようにして対話のことばや物語が紡ぎ出さ

れ，それらが纏められて大乗経典が出来て行った，と推定される(10)。

ζのように経典のことばを生み出し(創作し)，さらに語り出す(創説する)

ことを， aO という語が示すようになる。その創作には自ら霊感(弁才)を得，仏

の威神力を感じ，仏や神や菩薩たちと交流すること(一種の超能力)が前提に

なっているかのように，上記の資料は語っている。さらにそのような超能力や

霊感を得るには，思索と精神の集中(禅定，三昧)をも含めて学習と修行とが

( 17 ) 
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必要であったに相違ない。なお因みにがの用例は他にも少なくないが，その多

くが心や心の力，誓願，さらに超能力や三昧に関係していることも，注意を引

くところである{1110詳しくは他日，稿を改めて考えてみたい。

(1) 本稿は「大乗にお砂る在家と出家の問題一大乗仏教成立論に関連して-J(r仏教
史学j15-1，昭和46年)に連続する問題意識から成る。

( 2) 村上・及川『仏と聖典の伝承J(春秋社1990年)pp. 192-204に詳論した。

(3 ) 平川彰 f初期大乗仏教の研究Ij(春秋社1989年)p.221. 

(4 ) 同『初期大乗と法華思想J(同1989年)p.304. 

(5) rSamadhirajaSi1traの本文発達についてJ(r印仏研JI4-2，昭和41年)， rSamadhi・

rajasi1traの成立についてJ(同16-2，昭和43年)， rSamadhir亘jasi1traの語集研

究J(r八戸工業高等専門学校紀要J2，昭和43年)等に論じた。
(6 )詳しくは nãn草~nirdeSa-vividha -hetu -karaI}a-凶d紅白narambaI}a.nirukty・

upaya -kausalyai与K.pp. 412，汽 424，14，71'; sna-tshogs mゐon-parb.品grub-pa

(bstan-pa) dan rgyu dan gshi dan dpe dan dmigs-pa dan nes-patIi凶屯 dan
thabs mkhas-pa inam-pa sna-凶lOgs-kyis;以無量無数方便種種因縁書喰言辞

( T. 9. 7b4，8，13)，以種種因縁嘗喰言辞方使〔カ)(T. 9. 7b20， 12b9=羅什訳)。
Yasunori Ejima (江島恵教)， lndex to t，お品dd，加rmaψu1'J4ariJ加 utra，東京，霊
友会， 1985-1993参照。なおKはH.Kem and B. Nanjio ed.， St. P巴tersbourg，

1909-12， W はU.Wogihara and C. Tsuchida ed.， Tokyo 1934-35の略。

( 7 ) DaSabhumika-sutra (Dbh.十地経)のがの用例(J.Rahder， Glossaη 01 the 

お前krit，ηbetan，Mo噌 olianand Chinese Ver.sio間 01the DaSabhumika-sutra， 

Paris 1928参照。 J.Rahder ed.， DaSabhum伽 Siltraet Bodhisattvab抑制， Paris 

1926(R本)の所在は2A等と，近藤隆晃『焚文大方広仏華厳経十地品JTokyo1936， 

中山書房昭和37年{近藤本)の所在はp.10'等と示す〕。

j ñ.ãnâ~ 1Q， p. 14'3; 8H， p. 136"; 8J， p. 1372-4; 9Y， p. 16214; maha-

j ñ.ãnâbhijñ.â~lMM， p. 225; abhij拍~ 10G， p_ 187'5; maharddhi-vikurvaI)â~ 

5K， p. 853; praI}Ïdhãnâ~ 4D， p. 71'; 11C， p. 2043; ci此ôtpãdâ~ 1GG， p. 203，4; 

cittôtpãdâtrPtâ~ 1BB， p. 1812; k胆盃-karu翠â~ 1AA， p. 187; k担a-karuI}a-

maitry'"'-' 2DD， p. 45'-2; mahã・karu早â~ 60， p.103'; catur-apramãI}â~ 7A p. 

114'0; buddha-同etra-vi悼apanâlaIpkãrâ~ 4D， p. 713-4; 7A， p.114'6;而pa-

k亘ya・lak号a草加uvyañjana-vithapanâlaIpkãrâ~ 7 A， p. 115' ; kriyãkriyâ~ 

2DD， p. 452; maha;，v 1DD， p.194; 1MM， p. 226; sarva-svararpga-vibhakti-

visuddhy-alaIpkârâ~ 7 A， p. 1152-3; sarvâk亙râ~ 10J， p. 19714; sarvakara-

parisodhanâ~ 2P， p. 41"; sarva-bodhisattva-vasitâ~ llB， p. 2033-4; (盟問a・〕

tath亘gata・bala.vaisaradyaveI}ika -buddha -dharma -Iak号aI}anuvyanjana-svara-

gho号a-sampad~ 4D， p.71←5 (( )内はR本欠); sarva-sattva-raga-dve守a・

( 18 ) 
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moha・kleSa-jvãlã-praSamâ~ 7 A， p. 114'3; traidhãtuka-vithapanâlaIpkãrâ~ 

7A， p.11412; grama-nagara-udyana-nadi.saras・tagaga-pu号kariI}i-pu号pa-
phalâu号adhi刊na-号aI}gâ~ 5L， p. 858-9.また G切4av_舛加傾tra(P.L. Vaidya 
ed.) にも同様ながの用例がある。しかし，si1仕畠~， gâ位lâ~ のような例はないよ

うである。

(8) 玄笑訳『大般若波羅蜜多経』巻554，第四分地獄品第七 (T.7. 799a'6ー回)諸菩薩摩

詞薩51ニ発般若波羅蜜多一。如....51ニ発色受想行識ー。舎利子。如下五取殖不よレ応ニ号|
発ー。甚深般若波羅蜜多応ν知二亦爾一。舎利子。京日下五取寵不二百l発ー故説名中引発上。
甚深般若波羅蜜多謝喰如レ是。不ニヨl発ー故説名ニヲl発ー(諸菩薩摩詞薩が般若波羅
蜜多を引発するは，色受想行識を引発するが如し。舎利子よ。五取麓はまさに引

発すべからざるが如く，甚深なる般若波羅蜜多もまさに亦爾なりと知るべし。舎

利子よ。五取遭は引発せられざるが故に説いて引発と名づくるが如く，甚深なる

般若波羅蜜多も亦復，是くの如く，ヨi発せられざるが故に説いて引発と名づく。)

鳩摩羅什訳『小品般若波羅蜜経j巻3，泥型品第八 (T.8. 550a23一知)若菩薩不レ

生レ色。則生ニ般若波羅蜜ー。不レ生レ受想行識ー。則生ニ般若波羅蜜ー(若し菩薩が

色を生ぜずぽ則ち般若波羅蜜を生ず。受想行識を生ぜずば則ち般若波羅蜜を生

ず)。

支婁迦識訳『道行般若経』巻3，泥製品第五(T.8. 440c'←16)色者不ν見ν所ν入。

痛棒思想生死識亦不ν見ν所ν入。視ニ五陰ー亦不ν見ν所ν入。是為ν守二般若波羅

蜜ー{色とは入る所を見ず。痛痔・思想・生死・識も亦入る所を見ず。五陰を見る

も亦入る所を見ず。是れを般若波羅蜜を守ると為す)。

施護訳『仏母出生三法蔵般若波羅蜜多経』巻 8，地獄縁品第七 (T~8. 614a 11-16) 

般若波羅蜜多不ν見ν有ν色不ν為ν色放生。不ν見ニ受想行識ー。不ν為ニ受想行識ー

故生。若此五殖有二pJTレ生相一。即般若波羅蜜多為レ彼故生。而此五誼即無レ所レ生。

是故般若波羅蜜多不下為ニ諸法一故生上。これは他本と相違する。今@本 (W=荻

原本)による{梶山雄一訳は⑦訳に従う。中央公論社『大乗仏典J2， p.207)。

(9 ) 般若経類のがの用例はEdwardConze， Materials lor a DictおnaηI 01 the 

PrajnゆaramitaLitetature， Tokyo 1967に示されている。本稿は他のがの用例

を検討する余裕はないが，結論に変更を来すことはない，と信じている。なおA

には，間四a-dharmâ加a-bhãvâ~o n亘masamadhi年p.24223; nana-ruta・pada-

vya尚anâ~o nama samadhil_l p.24226と，三昧の名称の中にがが見られる。ま

た『二万五千頒般若j(Pañca~atisã，加srikãPraj:均百Mram儲，N. Dutt ed.， =P) 

にも a・は盃kãrâ~o n亘ma回madhil_lP. p. 202'3 (玄笑訳，引発行相三摩地，
T万.76c'O) と三昧の名に出ている。また divya-srotrâ~ P. p. 8413; asrava・

k~aya.s亘k戸t-kriyâbhijñ討ñ.ãnâ~ P. p. 889~10; pãramitâ~ P. p.1705; sapta-

tritpsad・bodhipak号a-dharmâ~ P. p.170.; apram亘I}a-dhyãnâri1pyâbhijñ.â~

P. p.1706; dasabala-vai!iãradyâveI}ika-buddha-dharmâ~ P. p.1706-7等は，三

昧や超能カや仏法に関係がある例である。また f一万八千煩般若J(~tãlぬ釦ι
hasrika Prajn，φ'aramita， E. Conze ed. and tr.， The. Gilgit ManusC'fかt01 the 

( 19 ) 
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~!ãdaSasã.郎srikãprajiむ'ipãramitãchapters 55 to 70， SOR. XXVI， Roma 1962， 
Do. chapters 70 to 82， SOR. XLVI， Roma 1974， =Ad)にも， ãk亙sâk~ayâ~el}a

Ad. chap. 61， pp.8625， 876，14とある。これも例11と同様に解されよう。なお前
記の『大乗仏典』中のA(2，3)，SR(10， 11)，l)bh(8)， S]>(4，5)の訳註等は参照し
たが，その可否を今は論じない。

(10) Graeme MacQueen， Inspired Speech in Early Mahayana Buddhism 1，11， 
Religion 11 (1981) pp. 303同309，12 (1982) pp. 49-65は，大乗経典の制作におい
てのpratibhana(霊感をうりた弁説)の重要性を指摘した。下回正弘『浬繋経の
研究一大乗経典の研究方法試論 JI (春秋社1997年)pp.44-46は，この論旨を
紹介して，rその最も重要な指摘は，伝統部派と大乗は，経典の制作活動を通して
まったく連続するという一点であるJと結んでいる。ただし筆者は，むしろ部派
が伝えた経典と大乗経典との相違に注意したい。前者の制作が比較的に限られた

期間に行われたのに対して，後者の創作と増広は長期間にわたったのである。

(11) 前註 (7)と(9)参照。次に他の用例を索引類によって示す (p.等は再確認した)。

宇井伯寿『うを漢対照菩薩地索引』昭和36年 (tathagata.sarpcodana-
sam盃däpanâ~ p. 351'4-25; apramäl)a.käya-vibhakti.jñänâ~ p. 35p6-27 ; 

aprameyâ~mukha.jñänâbhijñã-karma.upasarphärâ~ p. 35224-25 ; 

bodhisattvã-samädhy~ p. 17511). 

Gadjin M. N agao (長尾雅人)， Madhyantavibhaga.Bha!jya， Tokyo 1964 
(abhijñâdi-gu悼~ p. 55' ; sarvâkãra.parisodhanâ~ p.35'2); /ndex to the 
Mahめlana.sutralar[1kara，Part One， Tokyo 1958 (pral}idhãna-mahä-dasâ~ IV. 
12b， p. 1515; dasa-mahâ~ p. 1528; gUl}â~ p. 58'4; samãpatty~ p.10611; ~.l]. 

~açlvidha.l]. p. 143'6; abhijñâ~ XIV. 17a， p. 92'8). 

Hidenori S. Sakuma (佐久間秀範)， Sanskrt Word-/ndex to the Abhidharma-
samuccayabh匂lamedited by N. Tat:必 withthe Corrigende，山喜房仏書林1996
(rddhi-pädâ~ p. 87'5; ~upãya p. 133，3，，4; vaise~ika.郡神~ pp.81'4， 106.， 
150'5; navânupurva-sam亘patty~ p. 933) • 

中村瑞隆『蔵和対訳究寛一乗宝性論研究』東京1967(asama-dharma-cakra. 
pravartanâ~ p. 17'4-15; sarvâkära.varδpeta品nyatâ~ p. 11P-22). 

鈴木大拙Anlndexto the Lankavatara Sutra 1934 (upaya-kausala-parigraha 
~ p. 1511-12). 

このほかF.Edgerton， BHSl)参照。なお⑤a。に対応するaJabhiniharaは〔覚
りへの〕志向，願を意味し，本稿の扱う経典創作に関するがの用例とは直接の関

係がないが，心の願いを発す(引き出す)という l)Bh等の aO の用例と接近してい

る。(初稿8/11，註記増補12/12，1998) 

【キーワード】 大乗経典成立論， abhinirhara， Samadhi:珂asutra，Saddharmaput;r!a. 
rikasutra， Ast asa，加srika]>raj沼φ'aramita
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新島裏の回心
ーーその過程と本質をめぐる解釈学的考察一一

徳田幸雄

はじめに

近代日本という時代背景は，個人的な宗教受容を考察する上で，非常に興味

深いコンテクストと言える。というのは，封建社会から近代社会へと移行する

中で芽生えた近代的自我は，キリスト教の主体的な受容を可能にし，また他宗

の宗教家にも信仰の反省を促したからである。つまり近代日本というコンテク

ストは，個人に固有な宗教受容のあり方を可能にしたのである。このことは，と

りわけ個人的な回心という事象を追究する場合には以下の点で特に注目すべき

であろう。

・共通のコンテクストで，異なる宗教の回心を扱うことを可能にする。

・多様な回心のあり方は，個々人の回心の本質を浮き彫りにすると共に，回

心の普遍的な性質にも言及することを可能にする。

筆者の関心は宗教の枠を越えた回心の普遍的な理解にあり，近代日本という

コンテクストは，そのような問題の考察に格好な材料を提供すると考えられる。

なお本稿では，近代日本のキリスト教受容の先駆者的存在である新島裏の由心

を取り上げた。それため，回心の事例研究的性格が強いと言えるが，回心一般

の理解を目指す筆者の研究目的の一端を担うものである。

1.方法

回心の捉え方に関しては，現在の回心研究においても重要な論点をなしてお

り，本稿の課題でもある。従来の回心研究は，回心を何らかの心理変化や社会

的属性の移行として捉えてきた。近年では回心を，様々なコンテクストから生

ずる多様な過程として捉える視点が見られるようになったもののら回心を専ら

( 1 ) 
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